
平成２０年（２００８年）４月２７日3　　こだいら　市　議　会　だ　よ　り

議 案 に 対 す る 各 会 派 の 賛 否3 月定例会
<議員提出議案> ○ : 賛成　× : 反対　欠 : 欠席　　（　）内は各会派の議員数　※フォーラム小平の会派所属議員数は議長を除く数

議案番号 件　　　　　　　　名 政和
（8 人）

公明
（6 人）

フォ
（5 人）

共産
（4 人）

緑ネ
（4 人） 議決結果

第 22 号 道路特定財源の堅持を求める意見書 ○ ○ × ×
欠 1 人

×
欠 1 人 原案可決

第 23 号 多摩地域の「裁判所支部の本庁化」及び「裁判所八王子支部の残置」を求める意見書 ○ ○ ○ ○
欠 1 人 ○ 原案可決

第 24 号 沖縄県北谷町での米兵による悪質な犯罪に断固抗議する決議 ○ ○ ○ ○
欠 1 人 ○ 原案可決

<市長提出議案>

議案番号 件　　　　　　　　名 政和
（8 人）

公明
（6 人）

フォ
（5 人）

共産
（4 人）

緑ネ
（4 人） 議決結果

第 1  号 平成 19 年度小平市一般会計補正予算（第 5 号） 〇
退場 1 人 ○ ○ ○

欠 1 人
○

欠 1 人 原案可決
第 2  号 平成 19 年度小平市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2 号） ○ ○ ○ ○

欠 1 人
○

欠 1 人 原案可決
第 3  号 平成 19 年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第 2 号） ○ ○ ○ ○

欠 1 人 ○ 原案可決
第 4  号 平成 19 年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第 3 号） ○ ○ ○ ○

欠 1 人
○

欠 1 人 原案可決
第 5  号 平成 20 年度小平市一般会計予算 × ○ ○ ○

欠 1 人
○

欠 1 人 原案可決
第 6  号 平成 20 年度小平市国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○

欠 1 人
○

欠 1 人 原案可決
第 7  号 平成 20 年度小平市老人保健特別会計予算 ○ ○ ○ ○

欠 1 人
○

欠 1 人 原案可決
第 8  号 平成 20 年度小平市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○

欠 1 人
○ 2 人
× 1 人
欠 1 人 原案可決

第 9  号 平成 20 年度小平市介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 10 号 平成 20 年度小平市下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 11 号 平成 20 年度小平市受託水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 12 号 小平市後期高齢者医療に関する条例 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○ 2 人
× 1 人
欠 1 人 原案可決

第 13 号 小平市介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 14 号 小平市保育園保育料等徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 15 号 小平市立障害者福祉施設条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 16 号 小平市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○
欠 1 人 ○ 原案可決

第 17 号 小平市小口零細企業保証制度に係る融資のあっせん等に関する条例 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 18 ～ 26 号 市道路線の認定及び廃止（7 路線の認定、2 路線の廃止） ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 27 号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更 ○ ○ ○ ○
欠 1 人 ○ 原案可決

第 28 号 小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 29 号 小平市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 30 号 小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 31 号 小平市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

第 32 号 小平市健康センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○
欠 1 人

○
欠 1 人 原案可決

会派名略称　　　政和 : 政和会　　　公明 : 市議会公明党　　　フォ : フォーラム小平　　　共産 : 日本共産党小平市議団　     緑ネ : 緑・ネット　

　

４
月
開
始
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
関
連
し
、
法
律
の
規
定
に
よ
り

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
の

う
ち
、
市
が
行
う
保
険
料
の
徴
収
に

関
す
る
事
項
が
主
な
も
の
で
す
。
ま

た
、
附
則
第
３
条
で
、
新
た
に
保
険

料
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険

者
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
負
担
の
激

変
緩
和
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
で
す
。

　

医
療
制
度
改
革
に
伴
う
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
会
議
初
日
に
上
程
さ
れ
た
議
案

第
28
号
は
、
本
年
４
月
１
日
以
後
、

３
万
円
で
あ
っ
た
葬
祭
費
の
支
給
額

を
５
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

そ
の
後
追
加
上
程
さ
れ
た
議
案
第
30

号
の
内
容
は
、
①
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
創
設
に
伴
い
、
保
険
税
の
賦

課
の
仕
組
み
を
医
療
保
険
分
と
介
護

保
険
分
の
２
本
立
て
か
ら
、
新
た
に

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
を
設
け
て
３

本
立
て
と
し
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
の
新
た
な
税
率
を
設
け
る
と
と
も

に
、
医
療
保
険
分
の
税
率
の
一
部
を

改
定
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
保
険

税
の
課
税
限
度
額
は
法
定
限
度
額
と

同
額
と
し
、
医
療
保
険
分
は
47
万
円
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
は
12
万
円
と

し
、
こ
の
う
ち
医
療
保
険
分
は
激
変

緩
和
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
20
年

度
に
限
り
44
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

②
公
的
年
金
受
給
者
は
、
保
険
税
の

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
規
定
を
設

け
、
③
同
じ
世
帯
で
国
民
健
康
保
険

と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
分
か
れ

て
加
入
す
る
こ
と
で
、
保
険
税
の
負

担
が
ふ
え
る
世
帯
に
軽
減
等
を
す
る

も
の
で
す
。

共
有
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
合

わ
せ
て
、
国
が
新
た
に
責
任
共
有
制

度
の
対
象
除
外
と
す
る
小
口
零
細
企

業
保
証
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
新
た
な
保
証
制
度
に
対
応

し
た
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
現
在
あ
る
小
口
事
業
資

金
の
融
資
の
あ
っ
せ
ん
等
に
関
す
る

条
例
と
あ
わ
せ
た
形
で
運
用
し
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
の
手
続
、
利
子
補

給
等
の
規
定
は
同
様
で
す
が
、
対
象

事
業
者
の
定
義
等
は
国
の
定
め
た
要

件
に
沿
っ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

決
議
と
は
、
議
会
の
意
思
を
対
外

的
に
表
明
す
る
必
要
が
あ
る
等
の
理

由
で
な
さ
れ
る
議
決
の
こ
と
で
す
。

　

去
る
２
月
10
日
夜
、
沖
縄
県
北
谷

町
で
在
沖
縄
米
海
兵
隊
員
が
14
歳

（
中
学
３
年
生
）
の
女
子
生
徒
を
暴

行
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
起

こ
り
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
で
は
平
成
７
年
（
1995
年
）

の
少
女
暴
行
事
件
な
ど
、
米
軍
人
に

よ
る
悪
質
な
犯
罪
が
繰
り
返
さ
れ
て

お
り
、
県
民
は
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
事
件
は
、

基
地
外
に
居
住
す
る
米
兵
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
、
事
件
現
場
は
保
育

園
の
目
の
前
と
い
う
こ
と
か
ら
、
周

辺
住
民
は
も
と
よ
り
県
民
に
大
き
な

不
安
と
衝
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
沖
縄
県
議
会
を
初
め
、

19
の
県
内
市
町
村（
２
月
15
日
現
在
）

で
抗
議
の
決
議
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
地
の
痛
み
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
き

た
県
民
の
怒
り
が
噴
出
す
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

は
ま
た
、
沖
縄
県
民
だ
け
の
問
題
で

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
小
平
市
議
会
は
、
今
回
の

事
件
に
対
し
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う

強
く
要
求
し
ま
す
。

１　

被
害
者
と
家
族
へ
の
謝
罪
と
完

全
な
補
償

２　

国
民
の
目
に
見
え
る
形
で
の
米

軍
人
の
綱
紀
粛
正
と
人
権
教
育
徹
底

な
ど
実
効
性
あ
る
再
発
防
止
策
の
実

施
　

以
上
決
議
を
し
ま
す
。

東
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
・
東

京
都
四
市
競
艇
事
業
組
合
議
会
議
員

　

島
村
速
雄
議
員

　

滝
口
幸
一
議
員

第
１
回　

平
成
19
年
５
月
22
日

○
正
副
委
員
長
互
選

第
２
回　

平
成
19
年
６
月
2�
日

○
駅
周
辺
・
都
市
計
画
道
路
の
整
備

第
３
回　

平
成
19
年
９
月
18
日

○
市
内
視
察

・
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
８
号
府

中
所
沢
線
（
萩
山
３
号
踏
切
立
体
交

差
箇
所
・
玉
川
上
水
横
断
箇
所
）

・
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
24
号
小

川
橋
青
梅
橋
線
（
小
川
橋
付
近
）

・
交
差
点
改
良
事
業
（
す
い
す
い
喜

平
橋
）

○
都
市
計
画
道
路
・
駅
周
辺
の
整
備

第
４
回　

平
成
20
年
１
月
1�
日

○
近
隣
先
進
市
視
察

・
東
村
山
市
（
東
村
山
駅
西
口
地
区

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
）

○
駅
周
辺
・
都
市
計
画
道
路
の
整
備

第
１
回　

平
成
19
年
５
月
22
日

○
正
副
委
員
長
互
選

第
２
回　

平
成
19
年
６
月
28
日

○
市
内
視
察　

・
農
業
体
験
農
園（
天
神
町
二
丁
目
・

上
水
本
町
一
丁
目
）

○
農
業
振
興
の
現
状
と
課
題

・
農
業
体
験
農
園
の
取
り
組
み

第
３
回　

平
成
19
年
９
月
19
日

○
市
内
視
察

・
果
樹
農
家
（
小
川
町
二
丁
目
）

・
野
菜
農
家
（
花
小
金
井
五
丁
目
）

・
園
芸
農
家
（
花
小
金
井
二
丁
目
）

○
農
業
振
興
の
現
状
と
課
題

第
４
回　

平
成
20
年
１
月
18
日

○
近
隣
先
進
市
視
察

・
八
王
子
市（
道
の
駅
八
王
子
滝
山
）

　

中
小
企
業
者
が
融
資
を
受
け
る
際

に
利
用
し
て
い
る
信
用
保
証
協
会
の

保
証
制
度
に
、
信
用
保
証
協
会
と
金

融
機
関
と
で
責
任
を
共
有
す
る
責
任

特
別
委
員
会
中
間
報
告

都
市
基
盤
整
備
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

橋
本　

久
雄

後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
制
定

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

小
口
零
細
企
業
保
証
制
度

に
係
る
融
資
の
あ
っ
せ
ん

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

そ
の
他
の
議
案

決　
　

議

沖
縄
県
北
谷
町
で
の
米

兵
に
よ
る
悪
質
な
犯
罪

に
断
固
抗
議
す
る
決
議

産
業
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

津
本　

裕
子

議
会
人
事


